
男女共同参画社会に関する意識調査 第2章 調査結果

８　教育について

(1)子どもの育て方についての考え

【問22】

※ 『賛成』『反対』については、18ページの※を参照。

子どもの育て方についての考えをおたずねします。

子どもの育て方についての考えについてみると、全体では「性別にかかわりなく子どもの個性を重視
して育てる方がよい」が78.7％を占めている。
　性別での有意差はみられない。

子どもの育て方についての考え（全体・性別）

性別役割分担の考え方別では、「男の子だから、女の子だからということを重視して育てた方がよ
い」（『賛成』：12.0％、『反対』：4.6％、「わからない」：3.6％）※は『賛成』の割合が高く、
「性別にかかわりなく子どもの個性を重視して育てる方がよい」（『賛成』：74.9％、『反対』：
84.6％、「わからない」：71.7％）は『反対』の割合が高い。「どちらともいえない」（『賛成』：
7.8％、『反対』：7.2％、「わからない」：20.3％）は「わからない」の割合が高くなっている。

子どもの育て方についての考え（性別役割分担の考え方別）

～8割の人が「性別にかかわりなく子どもの個性を重視して育てる方がよい」と考えている～
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男性(N=515)

女性(N=842)

全体(N=1395)

男の子だから、女の子だからということを重視して育てた方がよい

性別にかかわりなく子どもの個性を重視して育てる方がよい

どちらともいえない

その他

無回答
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成(N=626)

反対(N=625)

わからない(N=138)

男の子だから、女の子だからということを重視して育てた方がよい

性別にかかわりなく子どもの個性を重視して育てる方がよい

どちらともいえない

その他

無回答
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【前回調査】

*:今回調査と有意差あり

前回調査と比較すると、「男の子だから、女の子だからということを重視して育てた方がよい」（全
体・今回：7.9％、前回：12.7％）（女性・今回6.5％、前回：8.9％）（男性・今回：10.5％、前回：
18.7％）と「どちらともいえない」（全体・今回：8.9％、前回：16.9％）（女性・今回：9.1％、前
回：19.1％）（男性・今回：8.0％、前回：13.0％）の割合が減少し、「男女区別なく子どもの個性を
重視して育てる方がよい」（全体・今回：78.7％、前回：66.4％）（女性・今回：79.6％、前回：
67.4％）（男性・今回：77.7％、前回：65.6％）の割合が増加している。

子どもの育て方についての考え（全体・性別）
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男の子だから、女の子だからということを重視して育てた方がよい

男女区別なく子どもの個性を重視して育てる方がよい

どちらともいえない

その他

無回答
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(2)男女共同参画を実現するために学校教育の現場で必要なこと

【問23】

*:性別で有意差あり

～異性への思いやりや、生命や性を尊重する教育の充実を望む人が多い～

男女共同参画社会を実現するために、学校教育の場でどのようなことが大切だと思います
か。（複数回答）

男女共同参画を実現するために学校教育の場で必要なことについてみると、全体では「互いのよさを
理解し、異性を思いやる心を育てる教育を充実する」（60.4％）の割合が最も高く、次いで「心身の発
育について正しく理解し、生命や性を尊重する教育を充実する」（58.8％）、「性別にかかわらず生徒
個人の希望や能力にもとづいて、進路指導や職業教育を行う」（53.5％）となっている。

これを性別にみると、「教職員の男女共同参画意識を高める研修を充実する」（女性：12.2％、男
性：16.7％）と「PTAなどを通じて、男女共同参画意識を高めるための啓発活動を充実する」（女性：
7.7％、男性：11.3％）において、男性の割合が女性より高くなっている。

男女共同参画を実現するために学校教育の場で必要なこと（全体・性別）
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心身の発育について正しく理解し、
生命や性を尊重する教育を充実する

互いのよさを理解し、　　　　　　　　　
異性を思いやる心を育てる教育を充実する

性別にかかわらず生徒個人の希望や能力にもとづいて
進路指導や職業教育を行う　　　　　　　　　　　　

学校生活で性別により固定化された役割分担をなくす

教職員の男女共同参画意識を高める研修を充実する

PTAなどを通じて、男女共同参画意識を高めるための
啓発活動を充実する　　　　　　　　　　　　　　 

学校のクラス名簿に男女別名簿ではなく男女混合名簿
の導入を推進する　　　　　　　　　　　　　　　　

女性の校長や教頭を増やす

今のままでよい

その他

無回答

全体(N=1395)

女性(N=842)

男性(N=515)
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*
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100.0 53.6 57.1 62.5 23.2 16.1 10.7 10.7 12.5 5.4 1.8 0.0

56 30 32 35 13 9 6 6 7 3 1 0

100.0 56.8 60.8 45.9 21.6 13.5 5.4 6.8 14.9 6.8 2.7 0.0

74 42 45 34 16 10 4 5 11 5 2 0

100.0 50.0 59.1 54.5 21.2 15.2 6.1 7.6 10.6 4.5 3.0 1.5

66 33 39 36 14 10 4 5 7 3 2 1

100.0 62.0 59.0 45.0 26.0 21.0 12.0 2.0 5.0 5.0 1.0 2.0

100 62 59 45 26 21 12 2 5 5 1 2

100.0 52.3 59.1 59.1 17.4 16.7 14.4 3.8 11.4 2.3 0.8 3.8

132 69 78 78 23 22 19 5 15 3 1 5

100.0 64.4 56.3 62.1 14.9 16.1 14.9 0.0 5.7 3.4 0.0 5.7

87 56 49 54 13 14 13 0 5 3 0 5

100.0 61.0 62.0 52.0 16.4 12.2 7.7 5.1 12.0 4.9 1.5 3.2

842 514 522 438 138 103 65 43 101 41 13 27

100.0 61.7 64.9 47.9 26.6 4.3 6.4 12.8 13.8 2.1 1.1 1.1

94 58 61 45 25 4 6 12 13 2 1 1

100.0 55.9 71.7 50.7 21.1 9.2 6.6 4.6 17.1 4.6 1.3 0.0

152 85 109 77 32 14 10 7 26 7 2 0

100.0 63.8 67.5 47.5 13.1 10.6 6.3 3.8 11.9 2.5 4.4 0.6

160 102 108 76 21 17 10 6 19 4 7 1

100.0 65.7 62.4 57.9 13.5 14.6 9.0 3.9 8.4 4.5 0.6 2.8

178 117 111 103 24 26 16 7 15 8 1 5

100.0 60.6 53.3 52.1 16.4 18.8 10.9 4.2 9.1 7.9 0.6 4.8

165 100 88 86 27 31 18 7 15 13 1 8

100.0 56.7 50.0 56.7 10.0 12.2 5.6 4.4 14.4 7.8 1.1 11.1

90 51 45 51 9 11 5 4 13 7 1 10

全体

性
・
年
代
別

男性計

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

男女共同参画を実現するために学校教育の場で必要なこと（性・年代別）
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70歳以上
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